
2款　1項　17目

【会計】一般会計

2款：総務費　1項：総務管理費　17目：情報システム費

50

【予算額】

一般財源 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財

172,668千円

【事業の概要】

【予算額の節別内訳】

予算額

13 委託料

データ入力委託料 9,586千円

システムサポート委託料 158,427千円

システム修正及び保守委託料 1,462千円

14 使用料及び賃借料

電子計算機ソフトウェア使用料 335千円

19 負担金補助及び交付金

地方公共団体情報システム機構負 180千円

社会保障税番号制度中間サーバ利 2,678千円

172,668千円

【活動指標・成果指標】　

中間サーバー・プラットフォーム利用に係る負担金

計

住民基本台帳ネットワークシステムの安定稼働 365日

事業の概要

・住民情報システムの適切な運用、及び保守管理を実施します。 
・中間サーバの適切な運用、及び保守管理を実施します。 
・住民基本台帳ネットワークシステムの適切な運用、及び保守管理を実施します。 
・住民情報システムの運用に必要なソフトウェア（町・字ファイル）の調達、及びデータ入力作業等を実施しま
す。

平成29年度　当初予算要求事業内容説明書

第6章　ともに生き、支え合うまちづくり

施策10　業務システムの改善を図ります

事業 住民情報システム運営事業

担当所属 情報システム課

予算要求額
（財源内訳）

172,668千円

基本施策6　行財政運営の適正化

事業の目的

・統合パッケージシステムによる業務システムの運用を行い、業務の標準化、最適化を図ります。 
・統合パッケージシステムによる業務システムの運用を行い、法改正等の環境変化に迅速に対応します。 
・データセンターや中間サーバプラットフォームを利用し、セキュリティが高く、安定した基盤による運用を行い
ます。

事業の効果

・業務の標準化、最適化を行うことで、業務効率の向上及びトータルコストを削減を図ります。 
・法改正等の環境変化に迅速に対応することが可能となり、耐障害性に優れ、安定した運用を実現します。 
・セキュリティが高い安定した基盤を利用し、情報セキュリティに配慮された安全な運用を実現します。

節 説明

指標名 平成29年度計画値

住民情報システムの安定稼働 365日

データ入力委託料（庁内作業分）　2,022.75時間
データ入力委託料（庁外作業分）　23,961,000タッチ

住民情報システムサービス提供業務委託料
住民情報システム運用保守業務委託料

住民基本台帳ネットワークシステム運用管理支援業務委託料

全国町・字ファイルに係るソフトウェア使用料

地方公共団体情報システム機構に対する負担金



住民情報システムの稼働率 100%

住民基本台帳ネットワークシステムの稼働率 100%


